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地域とともに育つ 活き活き春山っ子
福井市春山小学校

１ 取り組みの概要
（１）地域や家庭と学校の連携実績 （２）地域人材の活用（のべ人数）

項 目 回 数 講師･ゲストティーチャー

地域･学校協議会 ３ 回 １０２人

（含：低ボラ）中学校区を単位とした協議会 ２ 回 授業ボランティア

地域及び家庭への学校公開 ２１回 １２０人

登下校支援ボランティア

約２０００人（３）特色ある活動

その他（読み聞かせ・環境整備）

３２６人
テーマ「 」基本的な生活習慣の確立

○ 明道中学校区では各小中学校が協働で，あいさつと清掃を通して、基本的な生活習慣の定

着を図っている。

① あいさつでコミュニケーション

本校区は「小さな親切」運動福井県本部より「あいさつ運動

推進協力校の依頼を受けて２年目になる。明道中学校，春山小

学校，順化小学校では、あいさつ交差点（右図）を設けて毎月

第２週に協力して朝のあいさつ運動を展開している。

学校では，集団登校班ごとにあいさつたすきリレー（５月か

ら３月）を実施した。

② 清掃は黙働で

清掃活動も小中連携して次のことに取り組んでいる。

・清掃中はしゃべらずに静かに取り組む。

・放送の合図で一斉に掃除を始め，一斉に掃除を終わる。

・各学校の清掃の様子を情報交換し，各学校の清掃のよさを取

り入れている。

明道中学校の清掃の様子をＤＶＤにして，小学校の給食の時間

に視聴した。中学生の熱心な清掃活動を見て，落ち着いて清掃

活動ができるようになってきた。

③「早寝・早起き・朝ご飯」の推進

発育測定の後，全学年で「早寝・早起き・朝ご飯」について保健指導を行っている。 ま

た，子どもたちの日ごろの生活習慣を知り，健康な生活を送るための支援の参考にするた

め，生活習慣アンケートを６月と11月に実施した。それらの結果を基に，１月の学校保健

委員会で「生活リズムをふり返ろう！」というテーマで保健委員会の発表を行った。子ど

もたちは，早寝・早起き・朝ご飯が体の成長にとても大切であることを感じ取っていた。

今後の課題

＊あいさつについてのアンケートから，児童の意識と保護者や教師の意識に差がある。ただ，

あいさつをするだけではなく，明るく元気な気持ちのよいあいさつができるようにしてい

きたい。

＊黙働という形だけでなく，精一杯清掃に取り組む意欲的な態度を高める指導も必要である。

＊「早寝・早起き・朝ご飯」は，家庭と深く関わっているため，保護者への啓発が大切である。


